
付
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望

第
一
節
新
市
建
設

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日、
道
央
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わし
い
魅
力
あ
る
住

み
よ
い
都
市
づ
く
り
を
求
め
て
、
滝
川
市
と
江
部
乙
町
が
合
併
し、
新
し
い
滝

川
市
が
誕
生
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の
五
カ
年
度
に
わ
た
る
新
市
建
設
計
画
は

合
併
の
利
点
を
充
分
に
活
用
し
て、
両
市
町
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
発
展

の
可
能
性
を
追
求
し
、
均
衡
あ
る
調
和
の
と
れ
た
市
勢
の
伸
長
を
図
る
こ
と

と、
中
空
知
の
中
心
都
市
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し、
市
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
街
づ
く
り
を
す
る
た
め、
次
の
五
つ
を
基
本
方
針
と
し
た
。

(4)都
市
機
能
の
充
実
を
は
か
り、
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備

2)豊
か
な
く
ら
し
を
送
る
た
め
の
産
業
経
済
の
振
興

(3)安
全
性
を
高
め、
健
康
と
幸
福
の
増
進

(4)あ
す
を
担
う
世
代
や
市
民
の
教
養
・文
化
を
高
め
る
教
育
の
振
興

5)行
政
の
総
合
化と
近
代
化
の
促
進

―‒都
市
基
盤
の
整
備
さ
れ
た
便
利
な
ま
ち
に
ー

新
市
建
設
の
大
き
な
課
題
と
し
て、
交
通
・
通
信
網
の
整
備
に
力
を
入
れ、

都
市
的
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め、
市
道
の
整
備、
国
道、
道

道
の
整
備、
通
信
網
の
整
備
に
取
組
む
。

付
二十
一
世紀
への
展望

―‒住
み
よ
い
環
境
で
快
適
な
生
活
が
送
ら
れ
る
ま
ち
に
ー

住
み
よ
い
快
適
な
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
公
営
住
宅
の
建
設、
上、
下
水

道
の
整
備、
新
住
居
表
示、
じ
ん
芥
処
理
な
ど
を
推
進
し
た
。

ー
み
ど
り
豊
か
な
う
る
お
い
あ
る
ま
ち
にー

市
民
の
レ
クリ
エー
シ
ョン
の
場
や
ま
ち
の
景
観、
空
気
の
浄
化
と
防
災
等

多
面
的
な
効
果
の
あ
る
河
川
敷
公
園
は
じ
め
各
公
園、
児
童
遊
園
地
の
整
備
と

豊
か
な
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

緑
化
推
進
計
画
に
よ
り
緑
化
運
動
の
推
進
を
図
っ
た
。

―‒安
全
な
市
民
生
活
を
お
く
れ
る
ま
ち
に
ー

あ
ら
ゆ
る
災
害
から
市
民
を
守
る
消
防
体
制
の
整
備、
治
水
対
策、
公
害
対

策
、
交
通
安
全
対
策
は
特
に
優
先
し、
安
全
な
市
民
生
活
の
確
保
に
努
め
た
。

‒‒産
業
経
済
を
発
展
さ
せ
豊
か
な
く
ら
し
を
おく
れ
る
ま
ち
に!

農
業
を
はじ
め
商
工
業、
建
設
業
等
が
一
体
と
な
っ
て
発
展
し
、
豊
か
な
市

民
生
活
を
お
く
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
産
業
基
盤
の
整
備
や
経
営
の
近
代
化

を
進
め、
は
つ
ら
つ
と
し
た
産
業
都
市
の
実
現
に
つと
め
る
た
め、
丸
加
山
地

区
草
地
造
成、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業、
工
業
団
地の
造
成、
駅
前
再
開

発
事
業、
消
費
者
保
護
、
流
通
団
地
な
ど
の
推
進
を
し
た
。

‒‒
健
康
で
幸
福
な
生
活
を
お
く
れ
る
ま
ち
に
ー

"健
康
で
明
る
く
幸
せ
な
家
庭
生
活
"
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
老

人
及
び
乳
幼
児
医
療
費
の
公
費
負
担、
保
健
活
動
の
充
実、
社
会
福
祉
施
設
の

建
設
を
図
る
な
ど
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
つ
と
め
て
き
た
。

‒‒創
造
性
豊
か
な
人
づ
く
り
と
香
り
高
い
文
化
の
ま
ち
にー

私
たち
が
住ん
で
いる
滝川
市
の
輝
かし
い未
来
を
築
いて
いく
の
は、
人
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付
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望

緑寿園の老人たちとアイガモ

乳幼児健康診査

間
の
英
知
と
創
造
力
で
あ
る
。
す
べ
て

の
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
教
養
を
高
め

豊
か
な
創
造
力
と
、
た
く
ま
し
い
心
身

を
養
な
い
う
る
環
境づ
く
り
に
つ
と
め

て
き
た
。

‒‒市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
増
進
す
る
ま
ち
にー

市
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
声
が
充
分
市
政
に
生
か
さ
れ、
市
民

福
祉
が
推
進
さ
れ
る
市
政
と
な
る
よ
う

つと
め
て
き
た
。

―‒中
空
知
の
調
和
あ
る
発
展

を
め
ざ
し
てー

自
立
発
展
で
き
る
魅
力
の

あ
る
圏
域
を
形
成
す
る
た
め

に、
中
空
知
の
五
市
五
町
が

力
を
合
わ
せ
共
同
事
業
の
実

施
や
共
通
問
題
の
解
決
に
と

り
組
み、
調
和
あ
る
発
展
を

図
る
た
め
努
力
し
て
い
る
。

―‒理
想
的
な
都
市
建
設
を
目
指
し
てー

滝
川
市
民
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
誇
り
に
で
き
る
よ
う
な
「暖
か
い
心

のふ
れ
あ
い
の
あ
る
理
想
的
な
文
化
都
市
」
と
し
て
発
展
さ
せ
る
よ
う
、
市
民

ーの坂よりの展望 と
行
政
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
方

策
を
検
討
す
る
た
め、
昭
和
五
十
年
六

月
五
日
「
明
る
く、
豊
か
な
都
市
づ
く

り
協
議
会」
が
発
足
し
、
七
十
五
年
度

迄
の
四
半
世
紀
に
わ
た
る
滝
川
市
の
発

展
構
想
を
二
年
間
に
わ
た
り
六
〇
回
に

の
ぼ
る
検
討
を
し
た
。

こ
の
協
議
会
は、
将
来
人
口
一〇
万

人
と
推
計
し
、
夢
と
ゆ
と
り
あ
る
生

活
を
送
る
都
市
づ
く
り
の
た
め
、
土
地

総
合
利
用
計
画、
生
活
環
境、
都
市
基

盤
の
整
備、
産
業
経
済
の
振
興
、
社
会
福
祉、
教
育
文
化
の
向
上
な
ど
に
つ
い

て
、
総
合
的
か
つ
将
来
的
展
望
に
立
っ
て
研
究
し、
都
市づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二節

長
期
開
発
基
本
計
画
の
策
定

長
期
開
発
基
本
構
想
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
昭
和
七
十
五
年
度
(西
暦二〇

〇
〇
年)
ま
で
の二
三
カ
年
に
わ
た
る
超
長
期
の
滝
川
市
の
将
来
展
望
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
ま
で
の
「滝
川
市
総

合
開
発
計
画
」
も
包
括
す
る
、
二
十
一
世
紀
を
目
指
し
た、
市
民
が
参
加し
市

民
自
身
の
手
で
作
ら
れ
た
「
ま
ち
」
づ
く
り
構
想
で
あ
る
。

「基
本
計
画
」の
策
定

昭
和
五
十
二
年
六
月
に
市
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
た
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二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
「滝
川
市
長
期
開
発
基
本
構
想
」
が
市

議
会
で
可
決
さ
れ、
い
よ
いよ
具
体
的
な
主
要
施
策
や
根
幹
と
な
る
事
業
を
決

め
る
「基
本
計
画
」
の
策
定
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
基
本
計
画
は二
三
カ
年
を
昭
和
六
十
二
年
ま
で
の
前
期
(一〇
年
間)
と

そ
の
後
の
後
期
(一三
年
間)
に
分
け
て
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
ま
ず
前

期
の
「
基
本
計
画
」
を
策
定
し、
後
期
の
計
画
は
前
期
の
実
施
状
況
と
反
省
に

た
っ
て
策
定
さ
れ
る
。

二
十
三
年
後
の
構
想
で
は、
市
の
目
標
人
口
を
一〇
万
と
い
う
が、
前
期
終

了
の
昭
和
六
十二
年
度
の
目
標
人
口
は、
六
万
九、
八
〇
〇
人
、
世
帯
数
は
二

万
一、

一五
〇
世
帯
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
目
標
人
口
は、

「基
本
計
画
」
の
指
標
と
な
る
も
の
で、
人
口
や
世
帯

の
ほ
か、
産
業
別
就
業
人
口
の
伸
び
率、
地
域
別
の
人
口
伸
び
率
、
産
業
別
純

生
産
額
な
ど
も
推
計
し
、
多
く
の
指
標
の
も
と
「
基
本
計
画
」
の策
定
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「基
本
構
想
」
の
目
指
し
て
い
る
理
想
都
市
を
実
現
す
る
た
め
に
は、
生
活

し
行
動
す
る
範
囲
の
身
近
な
地
域
の
生
活
環
境
を
良
く
し
た
り、
心
の
交
り
あ

う
地
域
づ
く
り
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
で
は、
こ
の
日
常
生
活
圏
に
お
け
る
地
域づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に、
市

内
を
いく
つ
か
の
居
住
地区
(コミ
ュニティ)

に分
け
、
居
住
地区
毎
の
計
画

を
市
民
参
加
に
よ
っ
て
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
コミ

ュ
ニ
テ
ィ
最
近、
特
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
「近
隣
社
会
」
と

か
「
地
域
社
会
」
「地
域
共
同
体」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
が、
具
体
的
に
言

う
と
「そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
温
か
い
ふ
れ
合
い
を
通
じ
て
話
し
合
い、
助
け

付
二
十
一
世
紀へ
の
展
望

合
い、
よ
り
よ
い
環
境
や
暮
ら
し
を
求
め
て
協
力
し
合
え
る
身
近
か
な
生
活
の

場
所
」
を
意
味
す
る
。

こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ」
の範
囲
は
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
必
要
に

応
じ
て
決
ま
る
も
の
で
、
市
で
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ計
画
を
作
る
にあ
た
り
、
日

常
生
活
上
で
、
特
に
関
係
が
深
い
小
学
校
の
通
学
区
域
を
「コ
ミ
ュ
ニテ
ィ
」

の
範
囲
と
し
て
い
る
。

滝
川
市
の
概
況
本
市
は、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、
明
治二
十
三

年
、
屯
田
兵
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。

当
時
の
滝
川
は、
う
っ
そ
う
と
し
た
原
始
林
に
お
お
わ
れ、
未
開
の
大
地
に

開
墾
の
鍬
が
打
ち
お
ろ
さ
れ
て
以
来
、
私
た
ち
の
父
祖
先
人
は、
風
雪
に
耐

え、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
今
日
の
発
展
に
尽
く
し
て
き
た。

人
口
約
五
万
二
千
人
、
面
積
一
一六
・
三四
平
方
キ
ロ
メー
ト
ル、
自
然
の

景
観
に
す
ぐ
れ、
広
大
な
石
狩
平
野
の
中
に
悠
と々
流
れ
る
石
狩
・
空
知
の
双

流
、
大
雪
・
日
高
・夕
張
山
系
の
山
な
み
は
大
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せて
く
れ
る。
春
から
秋
に
か
け
て
の
気
候
は
温
暖
で、
四
季
の
美
し
い

変
化
が
みら
れ、
冬
は
厳
し
い
雪
と
寒
冷
の
気
候
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
構
造
を
就
業
者
数
で
み
る
と、
最
も
高
い
比
率
を
占
め
る
も
の
は
、

卸
・
小
売
・
サー
ビ
ス
業
な
ど
の
第三
次
産
業
で、
中
空
知
の
管
理
都
市
的
性

格
を
も
つ
「ま
ち
」
で
あ
る
。

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め、
北
海
道
の
動
脈
で

あ
る
函
館
本
線、国

道
十
二
号
が、本

市
の
中
央
を
縦
貫
し
て
い
る
ほ
か、
根
室

本
線
・
国
道三
十
八
号
の
起
点
で、道

東
へ
の
重
要
な
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る。

生
活
環
境
を
道
内
他
都
市
と
比
較
す
る
と
、
保
健
・
医
療
・
教育
・
文
化・

957



付
二十
一
世
紀
への
展
望

都
市
施
設
な
ど
す
べ
て
の
面
で
バ
ラン
ス
の
と
れ
た
水
準
に
あ
る
が、
特
に
公

害
、
交
通
事
故、
火
災
など
の少
な
い
「安
全
都
市
」
で
ある
ほ
か、
福
祉
環

境
の
充
実
し
た
「
福
祉
の
ま
ち
」
と
い
え
る。

本
市
は
今
後、
北
海
道
に
お
い
て
は、
地
理
的
に
恵
ま
れ
た
条
件
を
生
か
し

交
通
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ、
ま
た
肥
沃
な
土
地
に
よ
る
稲

作
・
畑
作
及
び
果
樹
園
と
し
、
農
産
物
の
供
給
基
地と
し
て
の
役
割、
さ
ら
に

交
通
環
境
や
地
理
的
条
件
を
生
かし
た
内
陸
型
工
業
基
地
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

中
空
知
に
お
い
て
は、
中
空
知
経
済
圏
の
中
心
商
業
都
市
と
し
て
の
役
割、

教
育、
文
化、
福
祉
の
高
次
な
機
能
を
備
え、
圏
域
市
町
に
サ
ー
ビ
スし
得
る

都
市
機
能
を
持
つ
ま
ち
と
し
ての
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る。

ま
た、
中
空
知
交
通
運
輸
関
連
用
地
を
中
心
と
し
て、
圏
内
の
流
通
基
地
と

し
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り、
本
市
が
北
海
道
及
び
中
空
知
に
占
め
る

地
位と
役
割
が
大
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く、
発
展
へ
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い

も
のが
あ
る
。

「北
国
の
風
雪
に
耐
え
て
九
〇
年

い
ま
輝
か
し
い
未
来
に
向
っ
て
」

慈
し
み
育
み
を
も
っ
て
静
か
に
流
れ
る
石
狩
川
と
空
知
川
ー

そ
の
母
な
る
川
に
優
し
く
包
ま
れ
た
ソー
ラ
ップ
チ、
そ
こ
が
滝
川
で
あ
る
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
力
強
く
飛
翔
す
る
を
待
つ
若
鷲
の
よ
う
で
あ
る
。

莫
茫々
た々
る
岸
辺
と
無
聊
の
丘
の
続
く
大
地
に、
先
人
は
母
な
る
川
の
加

護
を
信
じ
て、
力
強
く
鍬
を
入
れ
た。

大
河
の
氾
濫
は
文
化
を
も
た
ら
す
。
こ
の
言
葉
は、
い
か
に
青
年
の
挫
折
し

母なる川・石狩川 た
心
を
支
え
て
き
た
で
あ
ろ
う
か。

そ
の
と
き
も
、
母
な
る
川
は
静
か
に

流
れ
て
い
た
。

‒‒
そ
れ
か
ら
九
〇
年
。
氾
濫
と
挫
折

は
幾
度
と
な
く
訪
れ
た
。
だ
が、
青
年

は
そ
の
た
び
ご
と
に
川
面
に
映
る
一
筋

の
曙
光
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
そ
の
曙

光
は
青
年
に
自
信
と
誇
り
を
与
え
、
青

年
は
飛
翔
に
た
え
る
力
を
培
っ
た
。

先
輩
は
言
う
。
天
の
時
は
地
の
利
に

し
か
ず、
地
の
利
は
人
の
和
に
し
か
ず

‒
‒
と
。
文
化
は
人
の
和
な
り
。
今
、
そ
の
開
花
を
迎
え
、
大
地
は
生
気
と
英

気
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

今
日
も
な
お、
母
な
る
川
は
静
か
に
流
れ
て
い
る
。

「基
本
計
画
の
各
論
」

○
健
康
で
幸
せ
な
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
。

(1)保
健
衛
生、
医
療
の
向
上
健
康
診
査
を
実
施
し
、
病
気
の
早
期
発
見、
早

期
治
療
に
つと
め
る
ほ
か、
総
合
的
な
保
健
活
動
の
中
核
施
設
と
し
て
保
健
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し、
ガン
検
診
を
は
じ
め
市
民
の
健
康
カ
ル
テ
を
つ
く
る
な
ど

幅
広
い
保
健
サー
ビ
スを
す
す
め
て
い
る。

ま
た、
歯
科
保
健、
精
神
衛
生
に
つ
いて
も
予
防
・
相
談
・
指
導
体
制
を
充

実
し
、
医
療
に
つ
い
て
は、
市
立
病
院、
江
部
乙
国
保
病
院
の
設
備
整
備
に
努

め、
人
口
老
齢
化
に
対
応
し
老
人
専
用
病
床
を
確
保
す
る
と
共
に、
休
日
夜
間

958



滝川市長期開発基本構想基本計画図

付
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望

。

凡 例

商業・業務 保留緑地地域

住宅地域 保全緑地
生活・活動工業地域 施設

流通業務地 グリーンベ
域 ルト

ショッピン農業地域 グモール

森林地域 自転車道路

公園・緑地 小・中学校
その他の地 供給・処理
域 施設
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付
二十
一
世
紀へ
の展
望

急
病
セン
ター
を
設
置
し
て、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
。

(2)生
活
環
境
市
民
が
ひ
と
し
く
上
水
道
の
便
益
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
水
源

を
確
保
し
、
給
水
区
域
を
広
げ
豊
富
で
良
質
な
水
道
水
を
供
給
す
る
。

ま
た、
下
水
道
施
設
の
整
備、
石
狩
川
流
域
下
水
道
事
業
の
促
進、
水
洗
化

の
普
及
を
図
り、
市
内
中
小
河
川
の
清
流
化
に
つ
と
め
安
全
快
適
な
生
活
環
境

を
築
く
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て
は、
町
内
会
な
ど
の
廃
品
回
収
に
よ
る
排
出
ご
み
の
減

量
化
を
得
て、
パ
ッ
ク
ス
方
式
の
徹
底
と
分
別
収
集
を
す
す
め
収
集
の
迅
速
化

を
は
か
る
ほ
か、
ご
み
の
処
理
施
設
を
建
設
し
て、
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境

を
保
全
す
る
。

さ
ら
に
公
園、
緑
地
に
つ
い
て
は、
積
極
的
に
造
成
し、
堤
外
地
整
備、
旧

河
川
を
利
用
し
た
水
上
公
園
の
設
置
な
ど
行
う
ほ
か、
墓
地
環
境
づ
く
り
と
納

骨
堂
の
建
設
を
す
す
め
る。

3
社
会
福
祉
の
向
上、
児
童
、
母
子
、
老
人
、
身
障
者
な
ど
の
生
活
向
上
の
た

め、
市
民、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
保
護
あ
る
い
は
自
主
助
長
に
努
め
る
。

市、
私
立
保
育
所
の
建
設、
整
備
を
進
め、
保
育
内
容
の
充
実
、
養
護
施
設

の
建
設
な
ど
児
童
の
健
全
育
成
に
つ
と
め
る
。

婦
人
セン
タ
ー
を
建
設
し
、
母
子
は
じ
め
婦
人
の
福
祉
向
上
に
つ
と
め
る
ほ

か、
生
活
相
談、
技
能
訓
練
及
び
各
種
資
金
貸
付
制
度
を
充
実
し
、
母
子、
寡

婦
世
帯
の
自
立
を
促
進
す
る
。

老
人
に
は、
敬
老
意
識
の
高
揚
及
び
住
居
な
ど
の
改
善
に
つ
と
め
る
と
と
も

に
、
老
人
福
祉
セン
ター
を
建
設
し
、
就
職
促
進
を
通じ
て、
社
会
参
加
の
意

識
を
深
め、
社
会
的
地
位
の
向
上
に
つ
と
め
る
。

保
健
医
療
で
は、
医
療
費
公
費
負
担
制
度
や
健
康
診
査
の
充
実、
家
庭
奉
仕

員
体
制
の
強
化
の
ほ
か、
ね
た
き
り
老
人
介
護
な
ど
在
宅
福
祉
の
向
上
に
つ
と

め
、
心
身
障
害
者
(児
)
対
策
で
は、
授
産
施
設
の
設
置
や
社
会
復
帰
の
道
を

広
げ
る
ほ
か
施
設
や
道
路
構
造
の
改
良
を
す
す
め
る
。

重
度
身
体
障
害
者
療
護
施
設
の
圏
域
設
置
を
促
進
し
、
訪
問
看
護
の
実
施
や

入
浴
サー
ビ
ス
な
ど
在
宅
福
祉
を
充
実
す
る
。

4
居
住
環
境
の
整
備
す
べ
て
の
市
民
が
、
そ
の
家
族
構
成
に
応
じ
た
良
好
な

水
準
の
住
宅
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
公
的
住
宅
に
つ
い
て
は、
特
に
3
D
K
、

4
D
K
の
多
家
族
向
住
宅
を
計
画
的
に
建
設
す
る
ほ
か、
老
朽、
狭
少
住
宅
に

つ
いて
も
順
次
建
て
替
え、
ま
た、
建
売
住
宅、
積
立
分
譲
住
宅
など
持
家
の

建
設
を
促
進
す
る
。

良
質
・
低
廉
な
宅
地
を
供
給
す
る
た
め、
先
行
開
発
を
行
う
と
と
も
に、
住

宅
金
融
公
庫
な
ど
の
制
度
融
資
の
拡
大
に
つ
と
め
て、
良
好
な
民
間
住
宅
の
建

設
を
誘
導
す
る
。

5)安
全
の
確
保
都
市
構
造
が
複
雑
化
し
、
建
物
の
高
層
化
又
は
深
層
化
す
る

社
会
状
勢
に
即
応
し
た
科
学
消
防
車
の
導
入
、
消
防
水
利
の
整
備
を
す
す
め、

火
災
を
は
じ
め
都
市
災
害
に
対
処
す
る
と
と
も
に、
地
域
市
民
防
災
組
織
な
ど

と
協
力
し
て、
危
険
要
因
を
除
去
し
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
。

ま
た
、
河
川
の
整
備
並
び
に
都
市
下
水
路、
内
水
排
除
施
設
の
整
備
を
促
進

し、
水
害
防
止
に
つと
め
る
。

交
通
安
全
対
策
で
は、
安
全
施
設
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ

り、
自
転
車
交
通
公
園
を
設
置
し、
特
に
幼
児、
児
童、
老
人
の
交
通
安
全
意

960



識
、
交
通
道
徳
の
啓
蒙
に
つ
と
め
る
ほ
か、
適
当
な
交
通
規
制
を
実
施
し
て
交

通
環
境
の
整
備
を
進
め、
ま
た、
交
通
安
全
運
動
推
進、
除
排
雪
の
拡
充
な
ど

に
つ
と
め
交
通
安
全
を
確
保
す
る
。

6)環
境
の
保
全
家
族
そ
ろ
っ
て
自
然
に
ふ
れ
楽
し
め
る
よ
う
、
主
要
な
開
発

に
あ
た
っ
て
は
十
分
事
前
環
境
影
響
評
価
を
行
い、
公
害
防
止、
自
然
保
護
・

保
存
の
調
査
を
す
す
め、
自
然
と
人
間
の
調
和
あ
る
生
活
環
境づ
く
り
を
し、

ま
た、
市
民
と
協
力
し
て
家
庭
・
道
路
・
学
校
そ
の
他
公
共
施
設
な
ど
の
緑
化

を
す
す
め、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

1
豊
か
な
冬
の
創
造
ス
キー
・
ス
ケー
ト
場
の
整
備、
冬
ま
つ
り
の
充
実
に

つと
め、
冬
期
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エー
シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
助
長
す

る
。ま
た、
公
園
・
道
路
・
商
店
街
な
ど
の
圧
雪
、
除
排
雪
の
徹
底
を
図
り
、
快

適
な
冬
の
生
活
環
境
づ
く
り
を
す
す
め、
さ
ら
に寒
地
む
け
住
宅、
流
雪
、
融

雪
溝
な
ど
の
調
査
研
究
を
す
す
め
る
ほ
か、
交
通
事
故、
落
雪
事
故
など
冬
の

災
害
防
止
に
つ
と
め
る
。

○
心
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
た
め
に
。

(1)学
校
教育
の
振
興
幼
児
期
は、
人
間
形
成
の
大
切
な
時
期
で
あ
る
た
め、

保
育
所
と
幼
稚
園
と
の
連
携
を
図
り
な
がら
幼
稚
園
の
新
設、
施
設
設
備
な
ど

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
と
め
る
。

義
務
教
育
で
は、
市
街
化
の
進
行
に
対
し、
学
校
規
模、
学
級
規
模
あ
る
い

は
適
正
な
通
学
区
域
を
考
慮
し
な
が
ら
、
小
学
校
の
新
設
や
中
学
校
の
統
合
な

ど
を
す
す
め、
老
朽
木
造
校
舎
の
解
消
や、
施
設
設
備
の
整
備
を
図
り
、
教
育

環
境
の
充
実
に
つ
と
め
る。

付
二十
一
世
紀
への
展望

ま
た、
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
に
対
し
て
も
、
ひと
し
く
教
育
の
機
会
を
確

保
す
る
。

進
学
率
の
上
昇
す
る
高
等
学
校
教
育
は、
進
学
希
望
者
が
全
入
で
き
る
よ
う

す
す
め
る
と
と
も
に
、
希
望
学
科
の
間
口
増
の
確
保
な
ど
、
教
育
条
件
の
整
備

を
す
す
め
る
。

高
学
歴
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め、
大
学
あ
る
い
は
短
大
の
設
置
が
望
ま
れ

て
い
る
の
で
市
を
あ
げ
て
誘
致
に
努
力
す
る
。

ト
2
社
会
教
育
の
振
興
教
育
講
座
の
開
設、
団
体
活
動
の
促
進、
あ
る
い
は
児

童
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
児
童
館
の
活
用
か
ら
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
青
少

年
の
育
成
に
つ
と
め
、
成
人
教
育
で
は
公
民
館
活
動
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り

に
つ
と
め、
特
に
主
婦
あ
る
い
は
女
性
の
人
間
性
豊
か
な
知
識、
技
術
の
修
得

の
た
め、
ま
た、
老
人
の
生
き
が
い
を
目
指
し
た
趣
味、
教
養
あ
る
い
は
社
会

参
加
促
進
の
た
め、
各
種
講
座
の
充
実
を
図
り
、
幼
児
教
育、
家
庭
教
育
あ
る

い
は
老
人
同
居
世
帯
家
庭
の
あ
り
方
な
ど
、
よ
い
家
庭
環
境づ
く
り
に
市
・
市

民
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
す
す
め
る
。

3)社
会
教
育
の
振
興

「見
る
ス
ポ
ー
ツ」
か
ら
「す
る
スポ
ー
ツ
」
へ
と
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
各
体
育
施
設
の
拡
充
の
た
め、
第
二
体
育
館、
格
技
場

あ
る
い
は
温
水プ
ー
ル
の
建
設
を
す
す
め
る
と
と
も
に、
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
な
ど
、
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
と
め
る
。

4
文
化
の
振
興
芸
術
鑑
賞
と
創
作
発
表
の
場
と
し
て
、
美
術
館
の
建
設
を
す

す
め
る
と
と
も
に、
優
れ
た
芸
術
の
紹
介
や
文
化
活
動
指
導
者
の
育
成
に
つ
と

め
る
。

ま
た、
郷
土
芸
術
や
芸
能
など
の
発
掘
や
育
成
につ
と
め、
芸
術
文
化
活
動
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付
二十
一
世紀
へ
の展
望

を
助
長
す
る
。

子
供
から
老
人
ま
で
の
読
書
人
口
を
拡
大
す
る
た
め、
図
書
の
充
実、
図
書

コー
ナ
ー
の
増
設、
巡
回
文
庫
車
の
運
行
な
ど
に
よ
り、
普
及
に
努
め、
市
勢

資
料
の
収
集
と
充
実
に
よ
り
市
民
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
。

市
民
の
郷
土
愛
を
育
て、
文
化
財
保
護
思
想
を
高
め
る
た
め、
郷
土
館
の
整

備
拡
充
を
は
か
る
と
と
も
に、
文
化
財
の
発
掘
や
文
化
遺
産
の
収
集、
あ
る
い

は
古
文
書
の
読
解、
解
説
な
ど
、
郷
土
学
習
の
助
長
に
努
め
る
。

○
活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
く
ら
し
を
築
く
た
め
に
。

(1)農
業
の
振
興
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
さ
ら
に
振
興
さ
せ
る
た
め、
農
用

地
開
発
を
は
じ
め
土
地
基
盤
改
良、
農
道、
用
排
水
施
設
を
計
画
的
に
実
施
す

る
ほ
か、
各
試
験
地
の
有
効
活
用、
大
型
機
械
導
入、
営
農
集
団
の
組
織
化
な

ど
農
家
経
営
の
安
定
を
図
る
。

ま
た、
宅
地
の
乱
開
発
を
防
止
し
て
農
用
地
を
保
全
す
る
と
と
も
に、
地
価

の
高
謄
を
抑
制
し、
農
用
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る
。

伝
統
あ
る
果
樹
に
つ
いて
は
品
種
更
新、
防
除
及
び
老
廃
園
再
開
発
を
す
す

め
る
と
と
も
に
指
導
体
制
の
強
化、
融
資
制
度
の
充
実
な
ど
、
果
樹
栽
培
の
振

興
を
図
る
。

地
力
維
持
増
進
に
関
連
す
る
酪
農
に
つ
い
て
は
、
草
地
開
発、
施
設
設
備
の

近
代
化
を
促
進
し
、
優
良
繁
殖
素
牛
の
導
入
、
育
す
う
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
な
ど

に
よ
っ
て
家
畜
生
産
地
域
の
育
成
を
図
り
、
高
生
産
性
酪
農
を
確
立
す
る
。

銘
柄
「
滝
玉
」
を
は
じ
めと
す
る
そ
菜
に
つ
い
て
は、
田
畑
輪
換
に
伴
う
生

産
組
織
形
成
を
促
し、
高
度
な
技
術
指
導、
計
画
的
裁
培
を
推
進
す
る
。

ま
た、
こ
れ
ら
農
畜
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
加
工
施
設
の
導
入
を
促
進

し
、
さ
ら
に
販
路
の
開
発
、
拡
張
、
集
出
荷、
貯
蔵
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ

り
、
安
定
供
給
並び
に
高
収
益
を
確
保
す
る
。

上
水
道
地
域
の
拡
張、
幹
線
道
路
の
舗
装、
一般
電
話
へ
の
切
替
え
な
ど
を

す
す
め
る
ほ
か、
集
会
施
設、
農
村
公
園
の
整
備、
用
排
水
路
に
対
す
る
防
護

柵
の
設
置
な
ど
に
つ
と
め、
農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境
を
確
立
す
る
。

(
工
業
の
振
興
環
境
保
全
に
留
意
し
な
が
ら
中
央
工
業
団
地
の
拡
張、
流
通

機
能
を
備
え
た
東
町
工
業
団
地
の
新
規
造
成
な
ど
適
地
開
発
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
上
下
水
道
の
整
備、
国
道
十
二
号、
三
十
八
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現

な
ど
の
工
業
立
地
条
件
の
整
備
を
す
す
め
る
。

ま
た、
融
資
制
度
の
拡
充
な
ど
を
行
い、
市
内
に
点
在
す
る
工
場
の
団
地
内

移
転
を
誘
導
す
る
こと
に
よ
り、
企
業
の
協
業
化、
共
同
化、
施
設
設
備
の
近

代
化
を
す
す
め、
生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
都
市
環
境
を
改
善
す
る
。

さ
ら
に、
企
業
診
断
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
経
営
の
合
理
化、
近
代
化
を
す

す
め
る
ほ
か、
技
術
指
導
体
制
を
強
化し
、
技
術
者
の
資
質
向
上
に
つ
と
め

る
。企
業
誘
致
実
現
の
た
め、
諸
条
件
の
整
っ
た
工
業
団
地
の
計
画
的
造
成
の
ほ

か
若
年
層
の
U
タ
ー
ン
を
促
す
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

°

進
出
企
業
に
対
す
る
融
資
制
度
の
拡
充
を
す
す
め
る
ほ
か、
企
業
誘
致
専
門

委
員
を
設
置
し、
各
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
市
民
ぐ
る
み
の
誘
致

活
動
を
展
開
す
る
。

(3)商
業
の
振
興
圏
域
の
中
核
商
業
都
市
と
し
て
の
機
能
充
実
の
た
め
、
本
市

の
玄
関、
滝
川
駅
前
再
開
発
を
推
進
し、
各
商
店
街
に
お
い
て
は、
店
舗
の
耐

火
構
造
化、
高
層
化
や
ア
ー
ケー
ド
建
設、
カ
ラー
舗
装
を
行
っ
て
美
観
と
安
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全
性
を
確
保
す
る
ほ
か、
楽
し
く
買
物
が
で
き
る
よ
う
シ
ョ
ッピ
ン
グ
モー
ル

化
も
進
め
る
。

さ
ら
に
、
駐
車
場
の
設
置
、
交
通
条
件
整
備
を
行
い
買
物
客
の
利
便
を
図

り
、
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
を
促
進
す
る
。

都
市
発
展
過
程
の
現
象
と
し
て
進
出
さ
れ
る
大
型
店
と
、
既
存
商
店
が
一
体

と
な
っ
た
繁
栄が
図
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
方
途
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
ほ

か、
企
業
診
断
を
実
施
し
経
営
指
導
に
つ
と
める
と
と
も
に、
商
工
会
議
所、

商
工
会
に
よ
る
中
小
企
業
相
談
機
能
の
充
実
を
図
る
。

物
産
展
示
館
を
建
設
し、
商
品
など
の
普
及
宣
伝
に
つ
と
め、
市
融
資
制
度

の
改
善
や
政
府
系
低
金
利
資
金の
導
入
を
す
す
め
る
と
と
も
に、
国
民
金
融
公

庫
の
出
先
機
関
誘
致
に
つ
と
め
る
。

(4)流
通
機
能
の
充
実
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
によ
り
、
さ
ら
に物
資

流
通
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
中
空
知
流
通
団
地
の
整
備
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
関
連
企
業
の
適
正
配
置
を
誘
導
し
、
物
流
基
地と
し
て
の
効
率
を
高

め
て
物
資
の
円
滑
な
流
通、

コ
ス
ト
の
低
減
及
び
生
産
食
料
品
の
安
定
供
給
に

つ
と
め
る
。

5)労
働
福
祉
の
向
上
市
民
が
安
心
し
て
勤
務
に
励
み、
健
康
な
生
活
が
営
め

る
よ
う
、
労
働
条
件
の
改
善、
福
利
厚
生
の
充
実
を
促
進
す
る
ほ
か、
雇
用
促

進
住
宅
及
び
融
資
制
度
に
よ
る
持
家
住
宅
の
建
設
を
進
め
、
ま
た
、
婦
人
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど
の
労
働
福
祉
施
設
を
整
備
拡
充
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確

立
す
る
。

さ
ら
に、
道
立
滝
川
専
修
職
業
訓
練
校
を
改
築
す
る
ほ
か、
高
等
職
業
訓
練

校
を
充
実
し、
技
能
者
の
養
成、
資
質
の
向
上、
能
力
開
発
を
促
進
し、
職
業

付
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望

訓
練
短
期
大
学
の
誘
致
を
す
す
め、
加
速
度
的
に
進
展
し
て
い
る
技
術
革
新
に

対
応
し
得
る、
よ
り
高
度
で
専
門
的
な
知
識、
技
能
の
習
得
を
図
る
。

6)観
光
開
発
近
年、
精
神
的
な
豊
か
さ
の
欲
求
が
高
ま
っ
て
お
り、
市
民
が

気
軽
る
に
利
用
で
き
る
よ
う
既
設
の
観
光
資
源
を
整
備
す
る
と
と
も
に、
丸
加

山
地
区
の
開
発、
道
内
観
光
ルー
ト
の
中
継
地
点
と
し
て
の
整
備、
広
域
観
光

ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
、
そ
の
普
及
と
利
用
の
増
大
に
つ
と
め
る。

○
利
便
性
の
高
い
都
市
を
つ
く
る
た
め
に
。

(1)道
路
網
の
整
備
交
通
量
の
増
大
や
都
市
化
の
進
展
に
伴
っ
て
新
た
な
幹
線

道
路
の
建
設
が
必
要
に
な
る、
そ
の
た
め、
国
道
十二
号
、
三十
八
号
バ
イ
パ

ス
や
高
速
自
動
車
道
の
ほ
か
新
十
津
川
町
と
結
ぶ
道
路
の
建
設
を
促
進
す
る
。

ま
た、
街
路
や
市
道
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
ても
進
め
る
ほ
か、
自
転
車
道

路
の
整
備
を
す
す
め
る
。

高等職業訓練校新校舎建築

(2)交
通
環
境
の
整
備
快
適
な
道
路
環

境
を
つ
く
る
た
め
に、
国
道、
道
道
の

二
次
改
築
や
未
舗
装
区
間
の
早
期
舗
装

化
を
す
す
め
る
ほ
か、
市
街
地
や
集
落

内
の
幹
線
道
路
の
舗
装
化
や
市
道
の
拡

幅
改
良
な
ど
の
整
備
も
す
す
め
る
。

ま
た、
市
街
中
心
部
に
駐
車
場
の
確

保
を
す
る
ほ
か、
交
通
安
全
施
設
の
整

備
や
冬
期
間
交
通
確
保
の
た
め、
除
雪

区
間
の
拡
大
を
図
る
。

3)運
輸、
通
信
体
系
の
整
備

マ
イ
カ
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付
二十
一
世
紀へ
の
展望

ー
な
ど
の
急
速
な
増
加
に
よ
っ
て、
都
市
交
通
の
混
雑
や
生
活
環
境
の
悪
化
が

進
ん
で
き
て
い
る
た
め、
通
過
交
通
の
排
除
と
主
要
地
域
の
車
乗
入
れ
制
限
や

駐
車
場
の
整
備
な
ど
が
強
く
望
ま
れ
て
お
り
、
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
に
つ
い
て
研
究
の
必
要
が
あ
る
。

ま
た、
バ
ス
な
ど
大
型
輸
送
機
関
に
つ
い
て
の
高
密
度
運
行
を
す
す
め
る
。

鉄
道
輸
送
に
お
い
て
は、
新
幹
線
鉄
道
の
早
期
建
設
や
滝
川
駅
乗
入
れ
、
さ
ら

に
は
札
沼
線
の
滝
川
駅
へ
の
接
続
な
ど
、
輸
送
体
系
の
整
備
を
促
進
す
る
。

通
信
体
系
の
整
備
で
は、
地
域
集
団
電
話
の
解
消
や
市
外
扱
い
と
な
っ
て
い

た
江
部乙
地
区
の
閉
番
化
を
は
かり
、
一般
加入
電
話
の
拡
充、
公
衆
電
話
の

増
設
を
促
進
す
る
。

特
定
・
簡
易
郵
便
局
の
配
置、
郵
便
ポ
ス
ト
の
増
設
や
速
達
配
達
区
域
の
拡

大
な
ど
を
図
る
。

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
住
居
表
示
は
、
更
に
市
街
地
の
進
展

に
対
応
し
て
整
備
を
す
す
め、
航
空
輸
送
の
需
要
の
高
ま
り
に
よ
り、

ヘ
リ
ポ

ー
ト
の
建
設
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す
す
め
る
。

(4)エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の
確
立
石
油
に
対
す
る
依
存
度
が
年
高々
ま
っ
て

い
る
が
、
そ
の
有
限
と
い
う
こ
と
か
ら、
他
に
変
わ
る
も
の
を
求
め
ね
ば
な
ら

な
い
た
め、
圏
域
内
資
源
の
積
極
的
開
発
と
、
地
下
資
源
の
開
発
や
有
効
利
用

を
図
る
ほ
か
に、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
調
査
研
究、
さ

ら
に
は
生
産
施
設
、
輸
送
体
系
、
建
物
等
の
構
造
改
善
な
ど
に
よ
り
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
の
促
進
を
図
る
。

○
市
民
の
責
任
あ
る
参
加
で
都
市
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
。

(1)市
民
参
加
の
行
政
ま
ち
づ
く
り
は
自
治
体
で
あ
る
「市
」
に
ま
か
せ
き
り

で
は、
よ
い
ま
ち
(滝
川市)

に
は
な
ら
な
い。
市
民
こ
ぞ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
こ
そ、
す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は、
常
に
ま
ちづ
く
り
に
関
心
を
も
ち
、
一員
と
し
て
参
加で

き
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニテ
ィ
施
設
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ活
動
を
促
進
し
、

コミ
ュ
ニ
テ
ィづ
く
り
を
す
す
め
る
。

ま
た、
広
報
や
広
聴
活
動
を
通
し、
市
民
参
加
の
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
く
。

さ
ら
に
、
市
民
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
な

ど
市
民
協
定
の
方
法
な
ど
も
考
え
な
が
ら
す
す
め
る
。

(2)行
政
体
制
の
確
立
多
様
化
す
る
要
求
に
対
し
て、
高
い
行
政
水
準
が
望
ま

れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
行
政
の
総
合
性
を
確
立
す
る
と
と
も
に、

職
員
の

資
質
向
上
や
能
力
開
発
を
す
す
め、
ま
た、
電
子
計
算
機
を
導
入
し
て、
情
報

管
理
や
事
務
処
理
の
迅
速
化
に
つ
と
め
る
。

さ
ら
に、
市
民
が
ひ
と
し
く
行
政
サー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
環

境
施
設
水
準
の
確
保
を
す
す
め、
公
正
な
施
策
の
推
進
に
つ
と
め
る
。

3
財
政
の
健
全
化
収
益
事
業
開
発
に
よ
り、
新
た
な
財
源
確
保
に
つ
と
め
る

と
と
も
に、
都
市
施
設
の
整
備
に
は
積
極
的
に
国
、
道
の
資
金
を
導
入
し
、
ま

た
地
方
交
付
税
の
枠
や
起
債
枠
の
拡
大
と
利
率
の
引
下
げ
な
ど
を
要
求
し
な
が

ら
、
健
全
財
政
を
保
ち、
効
果
あ
る
財
政
運
営
に
つ
と
め
る
。

4
広
域
行
政
の
推
進
今
や
経
済
・
社
会
生
活
圏
は
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
、
一つ

の
市
町
村
の
み
で
は
十
分
対
応
で
き
な
い
情
勢
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
つ

事
業
を
す
る
に
も
近
隣
市
町
が
集
ま
り
、
財
源
を
持
ち
寄
っ
て
運
営
す
る
と
い
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滝川市の将来の展望

付
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望

農家集落
水田地帯

モ

商業
自然公園農家集落

畑作地帯日
業 展望台

工業
農家集落�
水田地帯 # 畜産試験場

地域幹線道路農家集落
水田地帯路

道
た

れ
さ
化ル

道
路

運動公園 イ
ハス

根室本線～ルフ場 大学

巨 TT ��

滝川駅 中心商店街〒み
なすか 何 購買施設

公田吉
文化ゾーン 空500

・・・7: 公民館 口ロ
コ
00

ゴルフ場
空知川
(河川緑 地

高
速
自
動
車
道滝川公園

供給処理施設 泉川

スキー場

う
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る。
こ
れ
を
広
域
行
政
と
い
っ
て
い
る
が、
共
同
利
用

施
設
の
設
置
や
事
務
処
理
につ
い
て
、
さ
ら
に
推
し
進
め
る
。

地
域
の
特
性
か
ら
、
機
能
分
担
も
必
要
で
あ
る
が、
今
後
と
も
圏
域
市
町
と

密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
施
策
の
推
進
に
つ
と
め
る
。

第
三
節
中
空
知
振
興
計
画

中
空
知
地
方
五
市
五
町
で
構
成
す
る
中
空
知
市
町
振
興
協
議
会
(会長
・
吉
岡

清
栄
滝
川
市
長)
は
こ
の
ほ
ど
、
五
十
五
年
度
か
ら
六
十
二
年
度
ま
で
の
中
空
知

広
域
圏
の
発
展
方
向
を
示
す
「新
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
振
興
計
画
」
を
ま
と

め
、
各
市
町
に
計
画
書
を
送
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で
の
旧
計
画
が、
道
路
造
り
な
ど
の
産

業
基
盤
整
備
に
力
を
注
い
だ
の
に
対
し
、
新
計
画
で
は、
ス
ポー

ツ
・
レ
ジ
ャ

ー
施
設、
医
療、
ご
み
処
理、
観
光
な
ど
生
活
レ
ベ
ル
の
問
題
を
多
く
と
り
入

れ
て
いる
の
が
特
徴
で
あ
る
。

中
空
知
圏
の
計
画
は、
五
十
三
年
「中
空
知
広
域
生
活
圏
振
興
計
画
」
を
策

定
し
た
ば
か
り
で
あ
る
が、

「構
想
的
性
格
が
強
く、
具
体
性
に
乏
し
か
っ

た
」
と
反
省、
四
十
五
年
の
旧
計
画
を
引
継
ぐ
形
を
と
り
、
新
計
画づ
く
り
に

着
手
し
て
構
想
を
練
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

中
空
知
広
域
圏
は
四
十
四
年
に
組
織、
四
十
五
年
から
広
域
行
政
が
ス
ター

トし
、
主
に
道
路
改
良
と
舗
装
を
中
心
に
一
部
衛
生
組
合
や
消
防
組
合
な
ど
で

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

新
計
画で
は
、
さら
に
他
の
行
政
分
野
も
広
域
化
し
、
例
え
ば
休
日
・夜
間
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付
二十
一
世
紀
への
展
望

救
急
診
療
所
を
滝
川
市
に
設
置
し、
広
域
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ご

み
焼
却
施
設
を
滝
川
市
に
造
り、
雨
竜
町
と
共
同
利
用
す
る
。
ま
た、
赤
平
市

と
歌
志
内
市
が
共
同
で、
赤
平
市
に
ご
み
埋
め
立
て
地
を
新
設
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャー
施
設
も
各
市
町
に
分
散
し
て
計
画
配
置
す
る
。
温
水

プ
ー
ル
は
滝
川
市
、
陸
上
競
技
場
は
赤
平
市
、
公
認
七
〇
メ
ー
ト
ル
級
ス
キー

シ
ャン
ツ
ェは
上
砂
川
町
、
総
合
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
エ
リ
ア
は
雨
竜
町

に
そ
れ
ぞ
れ
造
る
等
と
な
っ
て
い
て、

「豊
か
な
生
活
環
境」
に
重
点
を
お
い

た
、
広
域
利
用
を
め
ざ
し
て
の
設
置
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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